


PVCとシリコーンのキーホルダー：ブランド注文に適した素材の選び方

Details
要点： 細かく鮮明な多色表現、ブランドカラーへの正確な色合わせ、低い単価がデザインで求められる場合は、ソフトPVCを選んでください。熱、日光、におい、またはより柔らかく手に
吸い付くような感触が重要な場合は、シリコーンを選んでください。PVCの場合は、実際に使用するコンパウンドについてフタル酸エステルの試験報告書を求めてください。シリコーンの
場合は、硬化の品質と、印刷されたディテールが表面にどれだけ定着するかを確認してください。

サプライヤーの見積もりだけでPVCとシリコーンのキーホルダーを比べても、ほとんど判断材料になりません。どちらも「ラバー」と呼ばれることが多く、どちらも柔軟性があり、ロゴに
合わせてカスタムの形状に成形されます。ただし、注文品が届いた後は両素材の挙動が異なります。片方は、シャープなエッジで5色のロゴを再現できても、熱いダッシュボードの上では柔
らかくなるかもしれません。もう片方は夏の暑さでも変化しない一方、細いワードマークをぼやけさせてしまうことがあります。本ガイドでは、法人バイヤーが違いを実感する七つの観点、
すなわち細部の鮮明さ、色合わせ、手触り、耐久性、におい・熱、コンプライアンス書類、単価を左右する要因を取り上げます。

問題は1個あたり数セントの差にとどまりません。コレクション性の高いキーホルダーを含むパーソナライズ型アクセサリーは、 「Counselor's 2025 Product of
the Year」[1] として、Advertising Specialty Institute により選ばれました。色あせたり、ベタついたり、小売業者からコンプライアンス上の質問を受けたり
するキーホルダーは、購入時に狙ったブランドの印象を損ないます。見積もりを依頼する前に素材を選んでおくことが、そうした問題を避ける最も安上がりな方法です。
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PVCとシリコーンのキーホルダーにおける「ラバー」の実際の意味
「カスタムラバーキーホルダー」として販売されている製品の多くには、天然ゴムはまったく含まれていません。これらは主に ソフトPVC、PVCプラスチゾルとも呼ばれます。ポリ塩
化ビニル樹脂を液状の可塑剤に分散させ、顔料で着色して色ごとに金型のキャビティへ注入し、加熱して溶融させ柔軟な固体にしたものです。可塑剤がPVCを柔らかくするため、使用され
る可塑剤の種類によって、完成品のにおい、経年変化、試験での性能がおおむね決まります。

シリコーン 製のキーホルダーは、ポリシロキサン系エラストマーから作られています。顔料入りのシリコーンを加熱した金型に入れ、通常は圧縮成形で成形します。その際、化学的な架橋に
よって硬化します。シリコーンは本来的に柔軟で、可塑剤を必要としません。この化学的な違いの一点で、以下の違いの大部分を説明できます。シリコーンは熱や経年劣化に対して強い一方、
PVCは細かな色のセルにより精密に流れ込み、加工コストも低く抑えられます。

ポリマー名を示さずに「ラバー」とだけ書かれた製品説明もあり、その曖昧さ自体が一つのシグナルです。見積もりに素材と可塑剤の種類が記載されていない場合は、価格を比較する前に確
認してください。確認しなければ、フタル酸エステルを含まないコンパウンドと、試験報告書を決して通過しない安価な配合品を比べてしまうおそれがあります。

https://asicentral.com/press-releases/2025-product-of-the-year/
https://asicentral.com/press-releases/2025-product-of-the-year/


左：光沢があり、色の領域が壁で区切られたソフトPVC。右：マットでわずかに半透明な表面と、より柔らかな色の移行を持つシリコーン。

ソフトPVCとシリコーンの選び方：六つのチェック
これらのチェックは順番に進めてください。最初に素材を明確に示したチェックで決まることが多く、後のチェックはそれを確認する役割です。

チェック1：デザインの細部はどれほど細かいですか？（細部の鮮明さ）

ソフトPVCは液状で、金型の隆起した輪郭壁によって区切られた個別のセルに注入されます。各色はそれぞれ専用のくぼみに入るため、五色から6色の色が近接して配置されていても、輪
郭がはっきり保たれます。このため、多色のロゴ、キャラクターアート、小さな文字では、通常PVCが標準的な選択になります。

シリコーンは熱を加えて圧縮・硬化させるため、色の分離は金型設計と、圧縮中に顔料入りシリコーンがどのように流れるかに左右されます。実際には、シリコーンは大胆な形状、単色のデ
ボス加工またはエンボス加工のロゴ、色入りデボス加工に適しています。細い線や密集した色の領域は、柔らかく見えやすい傾向があります。また、シリコーンに細かいディテールを印刷す
るのも難しくなります。シリコーンは表面エネルギーが低いため、一般的なインクは密着しにくく、こすれに耐えるにはシリコーン系インクが必要です。デザインが細い文字やキャッチコピー
に依存している場合は、通常PVCがより安全な選択です。仕上がりサイズでデザインが読みやすさを保てるかを確認するには、 2D成形ソフトPVC向けのカスタムラバーキーホルダー
ガイドをご覧ください。このガイドでは、その確認工程を扱っています。

チェック2：色はブランド基準に厳密に一致させる必要がありますか？（色合わせ）

PVCは不透明で、多くの場合、光沢またはサテン仕上げになるため、ブランド基準色に合わせた顔料は、はっきりと鮮やかに発色します。シリコーンには本来わずかな透け感があり、表面
はマットです。同じ目標色でも、やわらかくくすんで見えることがあり、鮮やかな不透明色にはより多くの顔料が必要です。どちらの素材も、平坦な色面として成形されるため、グラデーショ
ンをうまく再現できません。

画面上のプルーフではなく、実際の素材で作った色見本を依頼してください。紙の上で一致していた色も、半透明のシリコーンで成形すると目に見えてずれることがあります。

チェック3：手に持ったとき、どのような感触であるべきですか？（手触り）

ソフトPVCは滑らかでわずかにしっかりした手触りで、クリーンな表面により色が際立ちます。シリコーンはより柔らかく手に吸い付くような感触で、多くの受け取る人が「プレミアム」
と感じます。また、ポケットやバッグから糸くずやホコリを拾いやすい傾向があります。コートのポケットに入れて使うキーホルダーでは、これが目に見える欠点になることがあります。ブ
ランドの物語が快適さや柔らかさにあるなら、シリコーンの感触はその割高さを正当化できます。ロゴそのものが主役なら、PVCの表面がより効果的です。

https://jp.zigpac.com/custom-keychains/custom-2d-soft-pvc-rubber-keychains.html
https://jp.zigpac.com/custom-keychains/custom-2d-soft-pvc-rubber-keychains.html


チェック4：どこで使われますか？（耐久性、熱、におい）

このチェックは、購入者の最初の直感を覆すことが最も多いです。

熱： 融着したPVCは熱可塑性のため、温度が上がると柔らかくなります。夏の車のダッシュボードに置かれたり、車のミラーからつるされたりしたキーホルダーは、変形したり、
ベタついたり、表面に貼り付いたりすることがあります。硬化したシリコーンは熱硬化性で、このように柔らかくなることはありません。そのため、自動車、屋外、旅行での使用
にはより強い選択肢です。
経年劣化： 長期間使用すると、低グレードのPVCから可塑剤が移行することがあります。その結果、硬くなったり、ひび割れたり、表面がわずかにベタついたりすることがあり
ます。シリコーンには可塑剤が含まれていないため、このような経年劣化は起こりません。
裂けやすさ： シリコーンはあらゆる面で強いわけではありません。標準的なシリコーングレードは、一度切り込みが入ると比較的簡単に裂けます。そして、キーリングの穴はまさ
にそうした応力の集中点です。リング部分を厚くする、または補強した取り付け部にする予定があるか確認してください。両素材のバイヤーのレビューでは、ロゴプレートとリン
グの間のコネクタが最初に壊れる部分として指摘されることがよくあります。
におい： 新品のPVCは、可塑剤のかすかな臭いを帯びていることがあり、イベントで何百個もまとめて開封すると目立ちます。適切に後硬化されたシリコーンは、ほぼ無臭です。
硬化が不十分なシリコーンには硬化臭が残ることがあるため、においの強いシリコーンのサンプルは、素材そのものではなく、工程の品質を示しています。

販促品の購入者にとって、耐久性は些細な問題ではありません。PPAIの 2026年のトレンド調査[2]では、販売代理店の70.4%が耐久性を価値の最も強いシグナルとして挙げまし
た。別途、PPAIは次のように報告しています。 94%の受取人は、販促品を少なくとも6か月間保管しています[3]。どの素材を選ぶ場合でも、少なくともその期間は耐えられる必要が
あります。

熱にさらされる場面では、シリコーンの架橋構造が、熱可塑性のソフトPVCに対する優位性を示します。

チェック5：購入者や小売業者からどのような書類を求められますか？（コンプライアンス）

コンプライアンスに関する質問は素材によって異なるため、素材ごとに異なる書類を依頼してください。

ソフトPVCでは、中心的な問題はフタル酸エステルです。 一部の旧式PVCコンパウンドには、DEHPなどのフタル酸エステル系可塑剤が使われています。消費者製品安全改善法で
は、子ども向けのおもちゃと育児用品について、次の物質のいずれも0.1%を超えて含んではならないと定められています： CPSCが規制する八種類のフタル酸エステル[4]。カリフォ
ルニア州では、DEHPなどいくつかのフタル酸エステルが Proposition 65に掲載されており、[5]キーホルダーも執行措置の対象になってきました。その一例が、 2021年
のProposition 65和解[6] で、DEHPを含むノベルティ・キーホルダーが対象となりました。このリスクは仮定の話ではありません。独立系の調査によって、
Environmental Defence[7] が、検査したすべてのプラスチック製品から有害なフタル酸エステルが高濃度で検出されたことを明らかにしています。PVCを発注する際は、
実際のコンパウンドに関する第三者機関の試験報告書を求めてください（一般的な証明書ではなく）。また、フタル酸エステルに代わってどの可塑剤が使われているかも確認してください。

https://www.ppai.org/media-hub/ppai-research-new-year-new-ish-trends/
https://www.ppai.org/media-hub/alok-bhat-6-strategic-shifts-defining-branded-merchandise/
https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Business-Education/Business-Guidance/Phthalates
https://www.p65warnings.ca.gov/fact-sheets/phthalates
https://oag.ca.gov/system/files/prop65/settlements/2021-02253S0557.pdf
https://oag.ca.gov/system/files/prop65/settlements/2021-02253S0557.pdf
https://environmentaldefence.ca/2024/10/15/toxic-in-plastic-products/


シリコーンの場合、フタル酸エステルは問題になりません。可塑剤を含まないためです。 確認の焦点は、硬化システムと工程の品質に移ります。たとえば、白金硬化か過酸化物硬化か、部品
が後硬化されているかなどです。サプライヤーによっては食品接触用グレードをうたうこともあります。食品接触に関する規則は厳格化されつつあります。中国のGB
4806.16-2025規格は、 食品接触用シリコーンゴム[8] に関するもので、2026年9月2日に施行されます。キーホルダーは食品接触品ではありません。マーケティングでその
主張を実際に行う場合にのみ、食品用グレードのコンパウンドに費用をかけてください。

どちらの素材でも、金具と対象となる利用者を確認してください。 スプリットリング、チェーン、留め具は金属製であり、アクセサリー金属に含まれる鉛は、リコールの原因となってきまし
た。その一例が 2008 CPSC年のチャームキーホルダーのリコール[9]。キーホルダーが主に12歳以下の子ども向けに設計されている場合は、素材にかかわらず子ども向け製品の規
則が適用されます。これは、消費者製品安全改善法で定められた鉛の上限値と、おもちゃについては CPSCのおもちゃ安全要件[10]（第三者機関による試験を含む）を意味します。当社の
ソフトPVC製品に関する根拠資料は、 ソフトPVCラバーキーホルダー製品ページに掲載しているため、ここでは繰り返しません。

チェック6：数量に合うコストモデルはどれですか？

同じサイズと複雑さであれば、シリコーンは通常、ソフトPVCより1個あたりのコストが高くなりますが、その差は一定ではありません。差は、後述のコストに関するセクションで説明す
る要因によって変わります。実用的な方法は、両方の素材について同一仕様で見積もりを依頼することです。つまり、同じ輪郭、同じ寸法、同じ色数、同じ取り付け部品にします。そうすれ
ば、価格差は仕様の隠れた変更ではなく、素材そのものを反映したものになります。

細かい多色のアートワークはPVCに、熱、日光、ソフトタッチのブランド物語はシリコーンに向いています。

販促用キーホルダー向けのソフトPVCまたはシリコーン：並べて比較
この表は、購入者の立場から見たPVCとシリコーンのキーホルダーの違いを示しており、各行に対して取るべき対応も併記しています。

項目 ソフトPVC シリコーン 依頼時に確認すること

細部の鮮明さ 強い：色が仕切られたセルに分かれて入るため、輪郭がくっきり保たれる 中程度：大胆な形状やデボス加工・エ
ンボス加工のロゴに最適

実寸でのデジタルプルーフと、細かい文字用の
実物サンプル

色合わせ 不透明、彩度が高く、光沢またはサテン仕上げ。ブランド基準色に近い発色 マットでわずかに半透明。色がやわら
かく見えることがある 選んだ素材で成形した色見本

表面への印刷 印刷されたディテールを受け付けやすい 定着させるにはシリコーン系インクが
必要

使用するインクの種類と、サンプルのこすれ試
験

手触り 滑らかで、わずかにしっかりしている より柔らかく、手に吸い付く。糸くず
を引き寄せやすい

手触りがブランドストーリーの一部であれば、
両方の手触りサンプル

https://natlawreview.com/article/china-publishes-food-contact-coatings-and-silicon-rubber-standards
https://www.cpsc.gov/Recalls/2008/wal-mart-recalls-charm-key-chains-due-to-risk-of-lead-exposure
https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Business-Education/Toy-Safety
https://jp.zigpac.com/custom-keychains/custom-2d-soft-pvc-rubber-keychains.html


項目 ソフトPVC シリコーン 依頼時に確認すること

熱による挙動 高温で柔らかくなる（熱可塑性） 形状を保持する（熱硬化性） 車内、屋外、旅行での使用にはシリコーンを選
ぶ

長期的な経年劣
化

低グレードでは、可塑剤が移行するにつれて硬くなったり、ベタついたりするこ
とがある 移行する可塑剤がない PVCコンパウンド中の可塑剤の種類

リング穴での裂
け 良好 標準グレードでは、切り込みが入ると

弱くなる リング部分または取り付け部の補強設計

出荷時のにおい かすかな可塑剤臭が出ることがある 適切に後硬化されていればほぼ無臭 一日袋に密閉した後、サンプルのにおいを確認
する

主なコンプライ
アンス上の質問 フタル酸エステル（CPSIA、Prop 65） 硬化システム。食品用の主張は関連す

る場合のみ
実際のコンパウンドに関する第三者機関の試験
報告書と、金具の鉛試験

一般的なコスト
の位置づけ 低い 高い 両方について同一仕様で見積もり

素材ごとの単価を左右する要因
素材価格は見積もりの一部にすぎません。以下は、二つの素材で異なる要因です。注文数量、梱包、配送は、両方に同じように影響します。

金型費： どちらの素材もカスタム金型が必要です。金型費は一回限りの費用で、注文全体に配分されるため、小ロットでは最も影響が大きくなります。再注文時に金型を再利用で
きるか確認してください。
色数： ソフトPVCでは、各色が個別に注入されるため、追加の色ごとに1個あたりの取り扱い時間が加わります。シリコーンにも同様の影響があり、多色のシリコーンでは追
加の成形工程が必要になることがあります。
硬化サイクル： シリコーンは、熱と圧力のもとでの架橋硬化が必要で、場合によっては後硬化も必要です。そのため金型の占有時間が長くなり、シリコーンが通常より高くなる大
きな理由の一つです。
原材料： シリコーンのコンパウンドは一般的にPVCのコンパウンドより高く、食品用グレードや白金硬化グレードはさらにコストを押し上げます。
仕上げ： 圧縮成形したシリコーンは通常バリ取りが必要です。シリコーンに印刷されたディテールには専用インクが必要です。
取り付け部品： リングの種類、金属仕上げ、補強は両方の素材に共通して適用され、総額を大きく変えることがあります。

これらの選択肢が属する市場全体は大規模です。ASIは、販促品業界が 記録的な$26.6十億（2024年）の売上に到達したと報告しています[11]。そのため、サプライヤーは見出し
の単価で激しく競争しています。1個あたりの数字ではなく、見積もり全体を比較してください。当ガイドでは、サイズ、色数、取り付け部品によって価格が変わるため、固定価格や最低注
文数は掲載していません。正確な金額を知るには、デザインデータを添えて見積もりを依頼してください。

https://asicentral.com/press-releases/asi-reports-record-26-6-billion-in-annual-sales-for-promo-products-industry/


シリコーンは硬化サイクルと材料費のため、コストの積み上げが高くなる傾向があり、色数は両方の素材のコストを押し上げます。

よくある質問
FAQ：キーホルダーには、シリコーンは常にPVCより優れていますか？

いいえ。シリコーンは熱、経年劣化、におい面でより優れています。ソフトPVCは通常、よりくっきりした多色の細部、より鮮やかなブランドカラー、より低い単価を実現します。屋内イ
ベントで配布する細かいロゴには、PVCがしばしばより良い選択です。車内や屋外での旅行に持ち歩くキーホルダーには、通常シリコーンが適しています。

FAQ：「ラバー」キーホルダーは実際にゴムでできていますか？

実際にはまれです。「ラバー」キーホルダーとして販売されている製品の多くはソフトPVCで、一部はシリコーンです。価格を比較する前に、サプライヤーにポリマー名を、PVCの場合
は可塑剤の種類を明示してもらってください。

FAQ：子どもに渡すキーホルダーには、どちらの素材が安全ですか？
シリコーンはフタル酸エステルの問題を完全に回避しますが、どちらの素材も文書で裏付けがあれば適切な場合があります。アイテムが主に12歳以下の子ども向けに設計されている場合は、
CPSCの子ども向け製品規則の対象になります。これには、おもちゃにおける規制対象フタル酸エステルの上限は0.1%、金属金具も対象とする鉛の上限、そして第三者機関による試験
が含まれます。

FAQ：シリコーンのキーホルダーはPantoneカラーに合わせられますか？

近い色にはできますが、シリコーンはマットでわずかに半透明な表面のため、光沢のある不透明なPVCより色がやわらかく見えることがよくあります。色の承認は、画面上のプルーフでは
なく、シリコーンで成形した色見本で行ってください。

FAQ：新しいPVCのキーホルダーから、時々においがするのはなぜですか？

においは通常、可塑剤に由来し、多くの製品をまとめて密閉したときに最も強くなります。適切に後硬化されたシリコーンのキーホルダーは、ほぼ無臭であるはずです。シリコーンから強い
においがする場合は、硬化が不完全であることを示しています。

FAQ：印刷されたディテールはこすれて落ちますか？

どちらの素材でも、印刷された要素は成形された色よりも速く摩耗します。シリコーンでは一般的なインクは密着しにくいため、シリコーン系インクが使われているか確認し、サンプルのこ
すれ試験を行ってください。可能な限り、ロゴのディテールは上から印刷するのではなく、色を付けて成形してください。



要点
ソフトPVCの主なコンプライアンス上のリスクはフタル酸エステルなので、実際のコンパウンドについて試験報告書を求めてください。 — 子ども向けおもちゃにおける規制
対象フタル酸エステルそれぞれの上限は0.1%（出典)
どの本体素材を選んでも、金属金具は確認が必要です。 — 約12,000個のチャームキーホルダーが、鉛への曝露リスクのため、2008年にCPSCによってリコールさ
れました（出典)
耐久性は購入者が最も重視する価値の指標であり、熱や屋外での暴露に強いシリコーンが有利になります。 — 販売代理店の70.4%が、耐久性を最も強い価値のシグナルと
して挙げています（出典)
数か月にわたる毎日の使用を見込んでください。配布日だけを想定するのではありません。 — 受取人の94%が販促品を少なくとも6か月間保管しています（出典)
食品用シリコーンが重要になるのは、食品接触の主張を行う場合だけです。 — 中国のGB 4806.16-2025規格は、2026年9月2日に施行されます（出典)
見積もりは同一仕様で比較してください。見出しの単価は、金型費、色、取り付け部品のコストを見えにくくするためです。 — $26.6十億規模の2024年の販促品市場
（出典)

まとめ
PVCとシリコーンのどちらを選ぶかは、四つの質問で決まります。細かく多色のアートワークで、ブランドカラーに合わせる必要がある場合はソフトPVCが適しています。ただし、コン
パウンドがフタル酸エステルフリーであることが文書で確認できる必要があります。熱、日光、においへの敏感さ、またはソフトタッチのブランドストーリーがある場合はシリコーンが適し
ています。ただし、リング部分が裂けにくく設計され、印刷されたディテールに適切なインクが使われている必要があります。何かを承認する前に、コンプライアンス書類について合意し、
同一仕様で見積もりを比較してください。

ソフトPVCがデザインに適している場合は、当社の 2D成形ソフトPVCのカスタムラバーキーホルダー ページでは、ご注文内容と、デザインデータが製造に進む流れを説明していま
す。見積もり依頼と一緒にデザインデータと用途をお送りいただければ、ソフトPVCがご要望に合うかどうかをお知らせします。
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